特定非営利活動（NPO）法人やましろ里山の会週刊ニュース12年１月２６日３９２号
里山展　17日～23日　一週間で247人の皆さんが発表を見ていただきました。里山の会という名前から山での活動をされていると思っていた、しかし展示物を見て調査や観察が多方面に渡っていて、川での魚とりや洪水体験にも取りくんでいることに驚きました。作業ばかりでなく地道な観察活動を積上げて、その成果を広く公表されていること、本当にすばらしいことだと｢里山の会｣を見直しました。などといった感想を戴きました。この期間中に4名の方々が入会いただきました。前回の展示では入会者を迎えられませんでした。又来館者は170人でしたが、今回は247人という大勢お越しいただきました。前号で展示物の説明文を掲載しましたが、個人の成果物から本会の実績を中心に里山の会の活動が伝わるように工夫しました。又、期間中受付に人を配置して、期間中途切れることなくお話が出来るよう当番を持ちまわりました。こうした工夫でよい印象を持っていただけたのではないでしょうか。中でも里山の会の絵画部が活動をしていることに大勢の皆さんがビックリされていました。全展示物は43点、木工作品2点でした、フロアに簡易水質テスト体験出来る場所を作り、期間中17人の方が参加していただきました。今回は里山曼荼羅を書き上げようと話し合って、なかなか手に入らない美濃紙を青代さんから提供いただき、絵画部の大村さんが連夜奮闘して大きく立派な絵が出来上がり、メーン展示物として正面に掲げました。
木津川沿川活動団体交流会　21日　里山の会から17名が出席　昨年末から案内チラシを山城地域の自治体の出先に置かせていただくなど広く呼び掛けました。その成果があって２自治体から参加いただきました。講演では木津川の河床低下について角哲也教授からダムによって土砂の供給がストップすること、そのために布目ダムでは置土をしてフラッシュ放流によって供給試行を行っていることや木津川は上流部と下流部で土砂が減少していること、しかし中流部はまだ維持されているが、いずれ減少していくだろうと話がありました。引き続き小川力也先生から、木津川でイタセンパラの生育が2007年に確認されたが、それ以後見つかっていない。木津川は最後の生育地であったので、イタセンパラの回復が可能な条件を持っている川だと話がありました。回復には、イタセンパラを木津川で復活させようという地元の団体が必要で、密漁を監視する体制も不可欠だと強調されました。この日は54名の参加がありました。
講演に引き続き、木津川の再生をどう進めるのかと質疑応答が行われました。その中では当たり前にいる魚が普通に一杯いる川がいい川でしょう。などといった意見があり、魚が住みつきやすい条件を作るために、河原の竹を利用した粗朶沈床などを沈めるのもいいのではないがという発言もありました。　

木津川マラソン大会の取組　里山の会は延べ83人で９つの部署を受持ちます。会場暖房の薪は従来分は確保できましたが、厳冬の見通しから追加作業を検討しています。いよいよ大会まで10日となりました。それぞれの担当部署での準備もピッチが上がってきました。本部会場や駐車場予定地に生い茂っていた雑草は刈り取られて美しく仕上がりました。里山の会の受持ち部署でも着々と進んでいます。会場暖房係りでは、例年通りの薪を準備しましたが、特に今年は厳しい寒さが予想されるので、追加して不足に備えることにしました。コースの安全対策では、不法車進入防止ポールの50箇所に足元注意の看板を新しく設置することになりました。又事務局が手分けをして40箇所の公営掲示板にポスターを張出して広く広報することにしました。今年は東北大震災があり、東北地方の皆さんへの激励の為スタッフ全員が100円以上の義援金の募金を訴えています。　会員の皆さん当日の沿道での応援に大勢お越し下さい　里山の会は手原川（10時10分頃ハーフの選手が通過）でエイドを受け持っていますので、ここでの応援を賑やかに行ってください。お待ちしています。
会誌32号「特集の題」は、「私の好きな○○」として募集します。これまでは題を特定して募集してきました。今回は、○○の部分に、皆さんが自分で、例えば人とか、木とか、言葉とか、歌とか、写真など、自由に入れて題を決めて寄稿いただくことになりました。文字数は1000文字(三行の文でも可)です。写真や絵図など入れていただき楽しいものになるよう工夫もお願いします。特にこれまで寄稿されておられない皆さん大歓迎です。締切りは3月10日必着でお願いします。そのほか仲間の広場にも原稿をお寄せ下さい。お待ちしています。なおメールで送信いただきますと大変ありがたいです。原稿用紙やメモ用紙でも送付下さい。待っています。
ＮＰＯ法改正に伴う寄付金控除対象法人の条件指定基準　意見交換会が22日(日)午後7時～9時30分まで、人まち交流館で開催されました。日曜日の午後7時から熱心な学習が進みました。強調されたのは今回の税法改正はNPOが寄付を集めやすくすることが目的で意義だということです。しかし、NPOの税制がよくなっても、肝心のNPOが地域から信頼されてこそ始まるもので、最後はいかに社会貢献していて信用信頼されているかが結局決めてになるのです。しっかりがんばって行きましょう。
近畿子どもの水辺交流会　発表出演　木津川部会の子ども達9人　2月4日兵庫県の三田市　かなり遠いところになりました。今流行の仕分けで予算が削減され、親など援助者の交通費が削減されて非常に苦しい取組みとなっています。里山の会の事務局会議に実情が報告あり、何とかできないものかと検討した結果わずかですが、小額の激励金を送ることになりました。
尾根筋ハイキングコースの整備　　コース整備ボランエィアを募集して実施(2月6日以降1ヶ月間)　説明看板試作品が出来あがりました。(小川さんの苦心の作品)　マラソン大会使用の竹を利用します。ほぼ毎日実施予定です。集合は普賢寺小学校前10時で12時まで、午後の部は13時同所に集合15時終了で予定しています。もちろん雨天中止です。小道具は各自持参下さい。
235人会員まで到達　里山展で4名　山本元理事長が1名、後15人で250人会員が実現します。里山展や地域の集会などで少し訴える時間があって草花たちが売れたり、入会者を迎えることが出来たと報告がありました。皆さん是非もう一人のご入会にご協力下さい。
冬の野鳥観察会　12日　9時から12時まで　木津川市山城町北河原　木津川流域センター　開橋消防署南30ｍ(国道24号線)
木津川展　12日～17日まで　連日10時～15時　木津川流域センター　連凧つくりも出来ます。一度お越し下さい
やましろ里山の会メール：fddbw257＠ybb.ne.jp　電話FAX：0774－64－4183　//www.yamashiro-npo.jp.net/





















週刊ニュースを全会員さんに届けようと努力をしています　メールやＦＡＸ番号をお知らせください

郵送希望者には　郵送料のご負担をお願いいたします。　1か月分まとめて100円をお願いします。電話待つ

